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　県北浄化センター汚泥の監視体制の強化。仮
置場の確保と除染対策の推進、放射線対策健
康管理、農産物検査の継続と風評被害払拭。

　防災訓練の実施や防災倉庫などの整備。空き
家調査の実施。防災意識と「自助」の普及啓発。

　農商工一体の町民が集える交流の場（道の駅）
の設置。農業の６

※

次化や企業誘致の推進。
　※農業が食品加工や流通販売にも業務を展開すること。

　旧小坂小・旧大木戸小廃校の活用。屋内遊び
場、預かり保育事業、放課後子どもクラブの
運営など子どもの育成。生きがいデイサービ
スやいきいきサロンなど高齢者事業の推進。

　町民主役の町政の実現。国見応援団「関東国
見会」の設立など町内外への情報発信の強化。
国・県など関係機関との連携強化。

町長施政方針 （要旨）平成26年度

新
規
事
業
は

あ
る
の
か

　

活
力
あ
る
町
政
の
実

現
の
た
め
の
取
り
組
み

に
具
体
的
な
新
規
事
業
は
あ
る

の
か
。　

心
の
想
い
を
伝
え
る

芸
術
祭
や
ふ
る
さ
と

祭
、
食
の
産
業
祭
、
郷
土
料
理

コ
ン
テ
ス
ト
、
屋
台
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
な
ど
を
予
定
。ま
た
、

交
流
の
場
、
道
の
駅
を
復
興
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
進
め
る
。

　

新
規
事
業
の
ふ
る
さ

と
祭
や
芸
術
祭
と
は
。

　

ふ
る
さ
と
国
見
町
の

た
め
に
、
町
民
が
お
互

い
に
連
携
し
て
や
る
も
の
が
芸

術
祭
で
あ
り
ふ
る
さ
と
祭
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　

昨
年
度
は
、
義
経
ま

つ
り
復
活
な
ど
多
く
の

新
事
業
を
実
施
し
た
。
そ
れ
ら

を
継
続
し
、
町
の
活
力
と
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
事

業
の
定
着
前
に
、
さ
ら
に
新
規

事
業
を
実
施
す
る
必
要
は
あ
る

の
か
。　

財
源
と
な
る
復
興
交

付
金
は
震
災
や
原
発
事

故
の
空
白
を
取
り
戻
す
た
め
の

も
の
で
、
十
分
活
用
す
る
。
付

問

問

問 町
長

町
長

町
長 事

業
継
続
と

定
着
が
重
要
で
は

施
政
方
針
に
対
す
る
質
問

加
価
値
を
加
え
、オ
ー
ル
役
場
、

オ
ー
ル
国
見
で
町
民
の
心
の
元

気
を
取
り
戻
し
て
い
く
。

　

新
規
事
業
に
は
新
た

な
人
員
と
財
源
が
必
要

に
な
る
。
復
興
交
付
金
が
な
け

れ
ば
新
規
事
業
は
継
続
で
き
な

い
の
か
。

　

復
興
交
付
金
は
、
大

震
災
か
ら
の
復
興
が
目

的
。
継
続
性
は
重
要
で
あ
り
、

様
々
な
事
業
が
各
分
野
で
連
携

で
き
る
交
流
の
場
（
道
の
駅
）

の
中
で
継
続
で
き
る
よ
う
進
め

て
い
き
た
い
。

１．東日本大震災からの早急な復旧復興

２．安全安心な町政の実現

３．活力ある町政の実現

４．思いやりのある町政の実現

５．国見町の継続的な維持発展

■ 基金（貯金）の残高

基金名 25年度末
貯金残高

26年度末見込
貯金残高

財政調整基金 8億3071万円 6億85万円

東日本大震災
復興（支援）
交付金基金

1億5920万円 8239万円

■ 町債（借金）の残高

会計名 25年度末
借金残高

26年度末見込
借金残高

一般会計 57億5502万円 60億1751万円

交
付
金
依
存
で

大
丈
夫
か

問町
長
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（
東
海
林
一
樹
議
員
）

　

新
年
度
の
除
染
作
業

の
内
容
と
数
量
は
。

　

左
記
の
と
お

り
。

（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

住
宅
除
染
は
25
年
度

分
が
完
了
で
き
ず
、
新
年
度
で

（
村
上
晴
夫
議
員
）

　

今
年
は
町
が
合
併
し

て
60
周
年
と
な
る
が
、
記
念
事

業
な
ど
の
考
え
は
。

　

復
興
・
復
旧
の
途
中

で
庁
舎
建
設
も
あ
る

が
、
何
ら
か
の
形
で
実
施
し
た

い
。
実
行
委
員
会
で
記
念
式
典

や
イ
ベ
ン
ト
、
冊
子
の
作
成
な

は
さ
ら
に
予
定
戸
数
が
増
え
て

い
る
。
計
画
ど
お
り
実
施
で
き

る
の
か
。

　

新
年
度
１
５

０
０
戸
は
前
年

度
実
績
か
ら
約
11
カ
月
で
完
了

予
定
。（

浅
野
富
男
議
員
）

　

新
年
度
で
工
場
や
企

業
の
誘
致
の
予
定
は
。

　

民
間
所
有
の
土
地
へ

の
誘
致
を
所
有
者
と
協

議
中
。
町
内
企
業
と
の
懇
談
会

な
ど
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
進

め
た
い
。
雇
用
対
策
や
町
の
活

性
化
対
策
と
し
て
前
向
き
に
取

り
組
む
。（

渋
谷
福
重
議
員
）

　

防
災
倉
庫
の
備
蓄
品

の
中
身
と
そ
の
量
は
。

　

保
存
水
や
食

料
な
ど
で
、
町

民
１
人
当
た
り
１
日
分
を
基
準

に
備
蓄
。
不
足
分
は
各
家
庭
で

３
日
分
の
水
や
食
料
の
備
蓄
を

お
願
い
し
て
い
る
。

（
佐
藤
定
男
議
員
）

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
地
図

作
成
15
万
円
の
内
容
は
。

　

こ
れ
ま
で
に

実
施
し
た
町
民

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
の
コ
ー
ス

を
中
心
に
、
各
地
区
の
自
然
や

文
化
財
を
見
な
が
ら
歩
く
コ
ー

ス
を
掲
載
予
定
。

（
村
上
晴
夫
議
員
）

　

農
地
保
全
管
理
な
ど

の
交
付
金
２
３
６
万
円
の
新
規

対
象
地
区
は
。
ま
た
地
元
か
ら

の
要
望
か
。

　

藤
田
地
区
か

ら
相
談
が
あ

り
、
協
定
締
結
に
向
け
協
議
を

進
め
て
い
る
。

ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
村
上
正
勝
議
員
）

　

ま
ち
づ
く
り
事
業
の

関
東
国
見
会
２
７
０
万
円
の
内

容
は
。

　

関
東
在
住
の

町
出
身
者
に
応

援
団
に
な
っ
て
も
ら
い
、
町
の

情
報
発
信
と
町
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を

お
願
い
す
る
も
の
。

（
井
砂
善
榮
議
員
）

　

町
道
用
地
購
入
２
６

５
０
万
円
の
場
所
と
目
的
は
。

　

国
道
４
号
線
と
旧
藤

田
保
育
所
前
の
道
路
が

交
差
す
る
周
辺
の
土
地
約
３
０

０
０
平
方
㍍
を
購
入
し
、
信
号

機
の
あ
る
交
差
点
や
交
流
の
場

の
出
入
口
を
考
え
て
い
る
。

当
初
予
算
の
主
な
質
疑

町
制
60
周
年
で

記
念
事
業
の
予
定
は

工
場
や
企
業
誘
致

の
取
り
組
み
は

新
規
事
業
の

関
東
国
見
会
と
は

交
付
金
の
新
規

対
象
地
区
は

防
災
倉
庫
の

備
蓄
は
十
分
か

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

地
図
の
内
容
は

問

問

問問

問

問

町
長

町
長

企
画
情
報

課
　
　
長

産
業
振
興

課
　
　
長

住
民
生
活

課
　
　
長

保
健
福
祉

課
　
　
長

26年度の除染作業内訳
住宅除染 1500戸 44億円
道路除染 45㌔㍍ 11億円
森林除染 7㌶ 2億1400万円
樹園地の除染 3㌶ 8900万円

公共施設の除染 3カ所
（藤田病院など） 8600万円

町
道
用
地
の

購
入
目
的
は

問建
設

課
長

住
宅
除
染
は
計
画

ど
お
り
進
む
の
か

新
年
度
の

除
染
内
容
は

問 問

原
発
災
害

対
策
課
長

原
発
災
害

対
策
課
長

先生これからよろしくね（藤田保育所入所式）
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